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対象 2009 年 6月に、A大学に在籍する大学生 341名に調査を実施した。そのうち、回答に不備の見られ





平成 22 年 2 月 24 日 
長崎国際大学学術研究報告会 
 
 
３． 結果及び考察 
１）男女別ストレス反応（図１・２） 
  
⇒男女ともにストレスの中でも 
抑うつ・不安や無気力的認知・思考の 
傾向をもつ学生が多いことが示された。 
 
２）ストレス反応に及ぼす諸要因の検討 
（１）各尺度得点における男女比較 
尺度得点について男女の平均値の差の検定を 
行った結果、共感性のうち「被影響性」 
「他者志向的反応」「想像性」において女子学生 
の方が男子学生よりも有意に得点が高いことが示 
された（p<.05または p<.01）ものの、他の因子や 
ストレス反応について有意差は認められなかった。 
 
 
（２）共感性、先延ばし傾向、対人ストレスコーピングがストレス反応へ及ぼす影響（図 3・4） 
共感性、先延ばし傾向および対人ストレスコーピングがストレス反応へ及ぼす影響を検討するため、ス
トレス反応の各下位尺度得点を基準変数、共感性、先延ばし傾向、対人ストレスコーピングの各下位尺度
得点をそれぞれ説明変数とした、ステップワイズ法による重回帰分析を行った。 
その結果、男子学生ではどのストレス反応に対しても「先延ばし傾向」と共感性尺度の「自己志向的反
応」も同様にストレス反応全般に対する影響が大きいことが示された。「不機嫌怒り」については、加えて
「視点取得」が負の影響を及ぼすことが示された（いずれも p<.05）。このことから、先に延ばすことその
ものへの潜在的な罪悪感がストレス反応を起こす契機となっているものと考えられる。よって、男子学生
についてはできるだけ現在行うべきことを流さずに一つ一つ行うような指導・援助が有益ではないか。 
また、女子学生ではすべてのストレス反応に対して「被影響性」が強く関与していることが示された。
また、男子学生と同様に「先延ばし傾向」や「自己志向的反応」もストレス反応を起こすきっかけとして
関わっていることが示された（いずれも p<.05）。このことから女子学生では他者の感情や意見に左右され
たり流されやすかったりする傾向がストレス反応のきっかけとして強く作用している可能性があり、先延
ばし傾向や自己志向的思考はさらにそれを助長する可能性が示唆された。一方で女子学生に特有の傾向と
して、「抑うつ・不安感情」に対しては解決先送りコーピングという「あまりこだわらない」「気にしない
ようにする」といった捉え方によってコントロールできる可能性も示された。以上より、女子学生はいか
に周囲に影響を受けすぎず自分を尊重していられるかがストレス対処のポイントとなるのではないだろう
かと考える。 
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図1　男子学生のストレス反応
図2　女子学生のストレス反応
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図3　男子学生のストレス反応との関連
